
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

ミント・ブラマンシュ

レプラカーン

錬金術師

7

780

暗視、見えざる手、姿なき職人

女 13

11

5

7

6 5 22 + 2 4

4 3 18 + 1 3

9 14 2

7 12 2

10 6 23 + 1 4

12 19 3

プリースト/キルヒア

スカウト

セージ

アルケミスト

4

5

5

7

トレジャーハント

鋭い目

ターゲッティング

賦術強化

連続賦術

カード軽減

2120

2120

1-280

3-213

3-214

3-214

巨人語

交易共通語

ドレイク語

汎用蛮族語

魔神語

魔動機文明語

リカント語

○

○ ○

○

○

○

○ ○

○

遠隔支持

探索指令

威嚇

機銃強化

特殊能力開放

ヴォーパルウェポン

パラライズミスト

クラッシュファング

ヒールスプレー

アーマーラスト

イニシアティブブースト

ビビッドリキッド

冒険者ランク

冒険者ランク

冒険者ランク

冒険者ランク

幸運のお守り専用化

20

30

50

100

30

24 254

0

0

0

0

ソフトレザー

0

3

3

カードシューター 1H 1 1 1 12 0 11

～～マテリアルカード～～

【Aランク】

マテリアルカード赤x3

マテリアルカード緑x6

マテリアルカード黒x6

スカウトツール

冒険者セット
食料一週間x3
知性の指輪

2251

3 19 57 0 3 35

9 8 9 10 31

神聖魔法 4 8

叡智のとんがり帽子

幸運のお守り

インテリアニマルサック(予定)

知性の指輪

アルケミーキット

聖印

俊足の指輪

宗匠の腕輪

エンジェル隊の参謀格で名門ブラマンシュ財閥のお嬢様。青いショートカットの髪と、ふんわりした子犬か、ロップイヤーのうさぎのような
、白い「耳」が覗き、身長は123cmときわめて小柄で華奢なスタイルをしており、一見子供にしか見えない。これは彼女にとって最大のコン
プレックスであり、子供扱いされることを嫌う。キュートな見た目に反して抜け目のないチャッカリした性格。商人の家の出だけあって、話
術が得意で相手を手玉に取ることもしばしば。好きな食べ物は合成着色料＆添加物てんこもりのジャンクフード。秘密の趣味は着ぐるみの収
集とコスプレ。

頭の動物の耳のような部分は、原作系では体の一部で、テレパシーのための器官であり、彼女の全ての血族は性別に関係なく同様の耳が生え
ている。なお、GA2でテレパスファーというブラマンシュ星特有の寄生生物で、ミントがテレパスを使えるのもこの生物の影響であることが
公にされた。アニメ版では付け耳だが、ミントの感情に応じて動く。またミント自身が飛行するため（原作版5巻でも飛行した）のアイテム
でもある。なお、蘭花同様、家族は皆彼女と同一のカチューシャを付けている。しかし実はテレパシー能力がなく、代わりに情報処理を得意
とした参謀役となっている。一応、言葉使いは丁寧かつツッコミ役ではあるが、自分の利益のためならば同僚を陥れようとしたり、趣味を隠
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